






　冠動脈への脂質の沈着は、3 才頃すでに起っており、年令が進むにつれて、

その程度も強くなつていくことがわかっている。高脂血症の子供では、さらに

強い脂質の沈着が起こり、早期に、動脈硬化及び虚血性心疾患を発症すること

が想像できる。


